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`
弓よ 年  月 著 者 題 口 ベージ 備  考

1 S43   6 所   荘 吉 種千島伝来銃についての考察 Ol´ OヽS

S43   6 有 馬 成 育 ボル トガルの東方進出史 (其 1) 0,-18
1 S48   7 有 鳥 成 篇 銃砲史学会の新しい進路について 01^-04

1 を S48   7 南 tt平 造 火薬は誰が発明 したか  (工業火薬協会
昭和 42年 7～ 8月 , 9～ 10月 号の写し)

弓り|:

S43   7 有 馬 成 甫 ボル トガルの東方進出史(第 2回 ) 05‐‐12

S43   7 有 ヽ 成 育 十回文庫収蔵西洋兵学書口録 (1) 13--21

=
S13  9 福 地 復 彦 唐津城跡の南蛮大砲に就いて 01^-08

, 543   9 有 馬 成 育 ポ″トガルの東方進出史(第 3回 ) 09-15
, S43   9 有 馬 成 育 肯同丈庫収蔵西洋兵学書目録 (2) 16‐-23

|' 1 S43 J0 FF  荘 吉 幕末の洋式銃に就いて (第 1回 ) (,1  ヽ()ド

11 | S13 10 有 馬 成 育 海軍火■F事業沿草 0,‐-19

]` 1 S43  10 有 馬 成 青 ポル トガルの東方進出史 (第 4回 ) 21´-34

1= S13  11 所   I吉 幕末の洋式銃に就いて (第 2回 ) 01‐-18

11 S43  11 有 馬 成 育 海軍に於ける無煙人薬のI_用 19～ 35

1= S43  11 有 F.成 育 ポル トガルの東方進出史 (第 5回 ) 36^-45
16

`

S43  12 有 馬 成 育 下瀬火業_・ 造所沿革 01^-0,
1] S13 12 所   荘 吉 幕末の洋式銃に就いて (第 3¬ ) 10^-21

:J 6 S13 lι 有 馬 成 占 ボル トガルt7東方進出史(第 6回 ) 22～ 34

[' | S43 12 有 馬 成 肯 青回文庫1叉政西洋兵学書日録 (3) 35‐ 1ヽ9

==
S44   2 有 馬 成 ‖) 克式砲の採用について 01-12

21 S44   2 南 坊 平 造 越中■箇山村に塩硝を訪ねて 13--19

22 S44   2 有 馬 成 肯 ポルトガルの東方進出史 (第 7回 ) 20-29

==
S S44   3 有 馬 成 肯 カーネー式三十二拇砲採用のi■緯 01^-13

21 も S44   3 安 7●  実 家京と喘撃 14^-1,

2= ヽ S41   3 有 馬 成 南 日本文化の要素 2(〕 -́48

21 | S44   3 有 馬 成 育 青回文向瞑蔵西洋I・学書口録 (4) 49^-56

=7
, S14  4 所   荘 吉 戦国期の火縄続の遺品について 01-07
,

'44   4
有 鳴 成 1日 1内 自動開鎖機及び山内砲架の採用 08‐-15

2, S44   4 有 ヽ 成 育 ボル トガルの東方進出史 (第 6回 ) lt  26

3, i0 S44   5 所   荘 吉 和銃の時代区分について 01´-06

じ 1 :1 S44  6 有 馬 成 肯 砲鵬の「5題 07‐-10

10 S41   5 有 馬 成 |: ポル トガルの東方進出史 (第 9■ D 20‐ 3ヽ0

3, 11 S44   6 安 斎  実 銃砲伝来当時の射撃術の理念 O1  0,

=`
l] S44   6 有 馬 成 甫 iさ ll砲のF―●用 10^-1,

l: S44   6 有 馬 成 市 ポル トガルの東方進出史 (第 10m 20^-23 最終回
|:0 11 S14   6 有 馬 成 育 青同丈庫収蔵画洋兵学書 F録 7肖遣 24-29
17 12 S44   7 有 馬 成 育 海

=製
鋼作業の沿章 Ol‐‐17

12 S44  7 黛   治 夫 日本海海戦に於ける東 lF艦隊の敵前尖角
度方向転換について

]8‐-35

=,
iJ S44   9 安 斎  実 国友鉄砲鍛冶国友覚次郎令 1り 直接|●lい

た火縄銃の作り方の話
01‐-07

11 13 344   9 黛   治 夫 高速戦艦金阿1榛名のガナルカナル飛行
場の砲撃

〔,8～ 29

41 lJ S44   9 有 馬 成 育
ポル トガルの東方進出史の

`に
イギリス

のF口度征服統治史略
31‐‐17

1! 14 St4  10 南 坊 平 造 火薬の発明  その 1 (サ 1- (,|

43 11 S44  10 有 馬 成 肯 日本国防史概説  その | 07^-18
44 4ヽ4  12 ● 馬 成 育 日本国防史概説  その2 01^-07
1= 1= S44  12 南 坊 平 造 火業の発明  その 2 OS‐ 1ヽ5

16 1, S44  12 口I 田 大 口F 呉造兵物語  第 1回 16～25

17 S45   2 白 鳥 IIj巌 銃砲語源 l・ Oi～ 13
4S ,6 S45   2 有 馬 成 肯 日本国防史概説  その 3 14^-24

4' 16 S45   2 所   荘 吉 堺鉄砲鍛冷雑記 25～ 29
51 S45   2 山 口 太 郎 呉 ..Lttl・ 語  第 2い 30‐-53
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ID疇 |
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■  月 著 者 題 目
, ベージ 備  考

il 17 S45   3 南 坊 平 造 火業の発明  その 3 01‐-01

=2
S45   3 山 口 大  貞

`

呉造 F‐物語  第 3回 07^-24

18 S45   4 所   ■ 吉 女明移入に関する資料目●Ini題 (1) Ol^-09

54 1さ S45   4 有 馬 成 育 日本国防史概説  その4 lo―-26

==
S4=   4 山 口 太 到

`

呉造兵物語  第 4回 27^-38

1, S45   5 所   荘 吉 文 lll移人に関する資十「目録解題 (2) 01‐―('9

iF 1, S45   5 有 馬 成 育 日本国防史概説  その 5 10‐ 3ヽ()

=も
2' S45   6 所   荘 吉 文明移入に関する資料目卸7題 (3) 01^-12

5, S45   6 有 馬 成 甫 日本回防史概説  その 6 13´-18

`

2, S45   0 山 口 太 負F 呉造兵物語  第 5回 19-40

=1
Jl S15   7 有 馬 成 育 メキシヨf■ llR史  その 1 01^― ()'

,= ,| S45   7 所   '吉 文明移入に関する資料目録解題 (4) 10^-1,

=3
4ヽ5   7 市 坊 平 造 古代火薬史年表 第4回

巻末 6

頁

64 S45   9 奥 村 正 二
幕末史の二つの疑問点、黒船と海軍学校

について
01-03

|| 22 S45   9 所   ■ 吉 文明移入に関する資料目録解題 (5) {,4～ 10

61 22 S45   ' 有 馬 成 育 メキシヨ征服史 第 2回 11^-22

iF 2: S45  10 有 馬 成 育 メキシヨ征服史 第 3回 01～ 08

S45  10 所   ■■古 文明移人に関する資料目録解題 (完 ) 09-18

21 S45  11 南 坊 平 造 火薬の発明  第 5回 ol^-06

]0 S15  11 山 田 太 郎 呉造兵物語  第 6日 07^-28

「 l
,4 S4= 11 有 馬 成 甫 メキンコ征服史 第 4回 29～ 30

FJ 24 S15 11 所   荘 吉 海軍学校に就ての私見 34～ 39

7, J= ド45 12 奥 村 正 三 金属定量分tF技術の系語 01‐ 0ヽ1

25 S45  12 所   荘 吉 店漸 tt砲 占事デ1妄 o5‐ 2ヽ3

F5 S45 12 有 馬 成 吉 メキンコ征,長史 第 5い 24‐-28

]| 2; S46   2 所   ■ 占 奇銃考 01--06

「 F
==
S16   2 山 田 太 貞F 呉造兵物語  第 7回 07^-16

F= JI S46   2 南 坊 平 造 火薬の発明  第 6回 17‐-20

F, :Ji S16   S 奥 村 正 二 造銃が 2,造幣ヘ 01‐ (ヽ,4

,| 2F S16   ' 治 馬 成 li メキンコ征月艮史 第 6回 05｀-13

ヽ1 を, S46   3 所   荘 吉 大砲術に与えたオラングの影響 第 1回 14‐ 2ヽ0

=′ =S
S46   4 戸 塚 芳 男 水戸の反射 tl・ 01 -08

:J 28 S46   4 山 口 太 郎 呉造兵 l・J語  第 8回 09-20

11 2= S46   4 有 F.成 育 メキンコ征服史 第 7回 24^-28

==
Sl1   5 有 馬 成 育 メキシヨ征服史 第 8回 01‐―()5

==
J: S16   5 所   荘 吉 大砲術に与えたオラングの影響 第 2回 06‐ 1ヽ8

:7
=0
S46   6 南 坊 平 造 火薬の発明  第 7回 01～ 10

,, 30 S46   6 山 田 太 郎 呉造兵物語  第 9回 11‐-lS

=9
31 S46   6 有 馬 成 青 メキシヨ征月長史 第 9回 19--23

,0
=1
S16   7 有 馬 成 育 メキンコrl■ llL史 第 10回 ol‐-05

,l
=1
546   7 南 坊 平 造 花火はどこから日本に伝わつたか 06^-14

92 Jl S46   7 所   荘 吉 我が国に於ける硝石の価格 15‐-2,

10 ][ 4ヽ6   7 高 井 稔次郎 艦砲 .・ lttllI その 1 22^-27

,1 J2 S46   9 有 馬 成 育 メキシヨ征服史 第 11回 01～ 0う

,= :, S46   9 口 太 郎 呉造兵物語  第 10回 06--13

|ヽ 32 S46   9 所   荘 吉 大砲術に与えたオラングの影響 第 3回 14^-32
,F |:: S46 10 有 馬 成 肯 韮山の反射炉 01^-13

,'
=3

1ヽ1 11 山 田 大 敷F 呉造兵物語  第 11い |

11‐-32

,J :J S16  10 所荘吉 吉岡新― 国友鍛冶による定式三匁五分工筒 30～ 47 共著

100 じ1 S46  11 南 坊 平 造 火薬の発明  第 8回 (〕 |～ 06

101 3.| S46  11 山 田 大 郎 海軍 i作庁年表 (1) 07^-21

34 S46  11 所   =吉 回友資料による銃砲の価格について 24‐-49

10= |,I S16 ,' 南 坊 平 造 火薬のア

`明

  第 9回 01^-10

104
=[
S16  12 高 ,F 稔次郎 艦砲射撃術  第 2回 11^-21

S46  12 所   ●I吉 同友資 Flに よる彦根―件 22‐―,6

も
=
S46  12 所荘吉 吉岡新― 史t.紹介 同友燿治文書  (1) :37～ 44 共著

2-



=DN。
号数 イニ 月 著 者 題 H ページ 備  考

]17 86 S47   2 所   荘 吉 回友鍛治の出来 01--18

=6
4ヽ7   2 南 坊 平 造 人薬の発明  第 10回 19^-26

31 S47   2 高 井 総次郎 艦砲射輸  第 3国 27～ 38
1]0

=6
S47   2 所■古 吉岡新― 史t4紹介 国友鍛治文書  (2) 39～ ぅ3 共著

111 ,F S4,   3 所   荘 吉 ヨ友鉄 17●鍛冷年寄市J度の研究 01^-22
JF S17   3 所   荘 吉 資十紹介 束洋諸国の古硫概況 23‐-34

1:3 ,F S47   3 所■吉 占岡新― 史料紹介 国女燎治文書  (3) 35´-41 共者

11■ :S S47   4 山 田 大  貞F 海軍工作庁年表 (2) Ol～ 15
付録 日本火来
史年表 他

ll[ 38 S47   4 所   荘 吉 国友十人方鍛 lnについて 16‐-34

ll` J= S47   4 山 口 太 郎 初期の呉海三工廠  海国仁助老の談語 35‐-39

117 0, S47   5 口 田 太 郎 光海軍■廠のことども (1) 01～ 10

I:
=,
S47  5 有 馬 成 育 生麦事件とに・・ 戦争 (1) 11^-25

11:
=9
S47   5 所   ■ 吉 ―貰斉の気砲をめぐって 26-42

1=0 S47   6 有 馬 成 育 生麦●件と薩共戦争 (2) 01--18
:21 1, S47   6 所   荘 吉 口友に於ける鉄砲製作の起源 19-― う0

122
=U
S47   6 所I吉 吉岡tFl― 1史料紹介 国友僚冶文書  (4) 51‐-54 共著

128 S47   7 所   荘 吉 木砲熾 ト コ 担庵の本砲― 01´ヽlo

121 41 S17   7 安 斎  実 合武三常流船軍学森重流砲術について 11 ・29
1== ‖] 4ヽ7   7 所荘吉 吉岡新― 史料紹介 国友鍛・

‐文書  (5) 30^-44 共著
126 11 S47   9 山 田 大 貞| 海軍■作庁年表  (3) 01^-18
127 42 S17 FFT  ■ 古 大阪役以後の日友鉄砲鍛冷 10～ 21

128 :' S47   , 山 口 太 郎 承前 海
=製
鋼作業の沿革 30-37

129 43 ,1' 1, 所   荘 吉 苦FI国友戸十郎のことども 01‐-12

lし 0 .13 S47  10 山 Π 太 郎 光海軍■廠のこととも (2) 13‐-23

13] 1じ S4F :,' 山 口 太 郎 海軍工作庁年表   (最終回) 24-28
13= 44 S47  11 奥 村 正 二 幕末反射炉の技術的評価 Ol´-06
]|)|| 14 S47  11 所   荘 吉 国友鉄砲慨冶について 07‐-21

111 1■ S47  11 川 北 智  三 射撃競技の為の
「精密弾道学Jの古典的

研究 (1)
25‐-29

l,` 45 S17 1= 所   荘 吉 回友鉄砲の
「
紬 01--27

13〔 lF 4ヽ7  12 , 北 智 二 射撃競技のるの
「精密弾道学Jの古典||

研究 (2)
28´-37

1=7 S47  12 山 田 太  真F Q四施設について  は 共 38 -53
1,= 11 S48   2 南 坊 平 造 設楽原の鉄砲戦と鉄砲栞 01´‐10

13, .16 S48   2 口 1 宏 巳 清初れな砲車の輸送円匙 11^-2]

1`0 S48   2 ,1 北 智 三 射撃競技の為の
1精密弾道学Jの古共的

研究 (3)
22^-39

141 S48   2 所   荘 吉 国友鉄砲鍛冷の身分について 40～ 46
112 S48   3 所   ■ 吉 木尾事件 鉄砲市」作のIll l上をめぐつて 01^-15

14, 17 S43   3 奥 村 正 二
和鉄で大砲が作られたか 大橋高炉建造
の出発点

16^-21

144 47 S48   3 山 田 太 郎 呉海軍工廠電気聞l.部回顧 22～ 30

1lF S48   4 川 北 智 三 撃競技の為の
1精密弾道学Jの古共的つ「

究 (4)
01´‐18

]4う S43   4 所   荘 吉 回友鉄砲鍛治の生活 19^-40
14F S48   4 南 坊 平 造 日本の火業の歴史 (附図共)(その 1) 41^-59
J4=

=,
S48   う 所   ■ 吉 国た鉄砲l‐・ .‐の定式配分について 01^-17

149 1' S48   F 川 北 智 三 身
'撃

競ltの為の 喘 密弾道学 |の 占典的
研究(最終回)

18--20

1, 4ヽ8   5 太 口 弘 毅 明代の海 L火器について (10 31´‐5(,

151 1, S48   5 南 坊 平 造 日本の火業の歴史 (その 2) 51^-6F.
]52 50 S48   6 山 口 太  良ヽ 艦砲の事故 |こついて 01～ 22
151

=,
S48   6 所   L吉 回友に於ける定式筒のおこり 23‐-51

=0
S48   6 太 日 弘 毅 明代の海 L人器について  (後 ) 52´‐63

155
=1
SIS   7 所   荘 吉 国女にヽする幕府諸組の銃砲注文 01-12

156 i] 548   7 南 坊 平 造 日本のス薬の歴史 (その 3) 3-22
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IDヽ

=メ
年  月 著 者 題          日 ベージ 備  考

15F 52 S48   9 言卜 報 本会会長 文学博士 有馬成甫 先生の永
眠

01～ 01

158 52 S48   9 山 田 太 郎 補遺 艦砲の事故について (1) 〔,2--17

S4S   9 所   性 吉 承前 国友鍛l.について 18-35

l`3 5J S48   9 南 坊 平 造
日本の人来の歴史年表 (1～ 7表 )(第 1
回)

36^-39

161 5, S48 11 山 田 太 郎 補遺 艦砲の事故について (2) 01～ 11

5= S48  10 山 田 大 貞
`

有馬成■博士著書および論文紹介 (1) 10^-16

:63
=t
S48  10 所   li吉 有馬成育先生と回友 Д斉 ]7‐ 1ヽ8

lt4 う: S43 10 南 坊 平 造 日本の火薬の歴史年表 ●～10■)喘 2回 ) 19^-20
16i S48 11 市 坊 平 造 右馬日 :と火業の歴史 01--09

16i S48  11 所   荘 吉 幻の名二日友丹波人気橘宗俊 |(〕
―ヽ 17

1=F S4'  11 黛   治 夫 海軍砲の射撃~I果について 附表共 18^-31

ll= 5「 4ヽ8  12 FF  i古 回友摯砲鍛治年寄りの権限について Ol´-15

16=
=5
S48  12 内 円 亮之齢 艦砲の事■について||1回想 16～35

lF, i6 S■9   2 所   =吉 国友鍛治による欽砲の製作法 01‐-41

171 S49   2 市 坊 委員長 積子島博物館
における鋏砲火薬展示室団

設委員会報告
47´‐4,

72 5F S4,   3 所   荘 吉 国友十人方鉄砲鍛治の子孫を求めて 01^-08

7: 5F S49   3 山 田 太 郎 ,馬成青陣士著書および論文紹介 (2) (),‐ヽ15

F= 58 S4,   4 山 田 大 貞「 資ll艦載砲の配置について 01^-23

7「 「 8 S49   4 所   荘 吉 国友鉄砲鍛・.‐のll品 (1) 24‐-38

FI |'11 S49   5 所   ■ 古 国友鉄砲鍛治の作品 (2) 01´-11

7F 5, S49   う 口 太 郎 有馬 成市博士著普および論文紹介 (3) 10^-25
7= || S19   6 FF  荘 古 弘化以後における国友鉄砲鍛冷 01‐-12

7, 6t S49   6 山 口 太 IF 有馬 成育博士著書および論文紹介 (4) 13´‐22

じ0

`0
S4p   FI 山 口 大 貞

`

資料 =艦全同1の上砲の決定l■続 23‐ 2ヽ1

8] 61 S49   7 山 口 太  貞
`

有馬 成吉
=L著
÷および論文紹介 (5) (〕 1--15

=2
11 4ヽ9   7 所   荘 吉 鉄砲伝来論女 第 1回 16^-38

`=
62 S40   ' 山 田 大  nF 有馬 成市博士普書お でヽバ論文紹介 (6) 01^-09

lヽ 1 ′2 S49   9 所   ■ 吉 鉄砲伝来論政 第 2回 10-22

18= 62 S49   ' 南 坊 平 造 明治lF所の銃 lll戦力の研究 (1) 23ヽ-44

186 S49   ' 戸 塚 方 男 書評 断水泄三人池亮吉氏のオ.1書 を読んで 45^-46

]=] 63 S49  10 所   ●I吉 鉄砲伝来論攻 第 3回 01^-20

18= Sl, ll り 越 重 昌
「

薦信渕の徳島製砲―件裏|■資料を求めて 21‐-29

18, 01 S,9  10 南 坊 平 造 明治推新の銃砲戦力の,F究 (2) 30--43

191 11 Sl,  11 山 田 大 真
`

有馬 成市博士著書および論文紹介 (7) 01--14

l,1 61 S49  11 所   i吉 鉄砲伝来論攻 (こ う)(最終回) 15´‐27

1,2 S49 12 所   止 吉 糸[毛人術録●)成立 01‐-07

1,3 S19 12 山 口 太 貞
`

日本海軍における革衡帯 レ` ッキン)の
改良について

08-24

l'1 ,F SItJ 12 南 坊 平 造 明治維新の銃砲戦力の研究 (3) 25‐ 4ヽ7

19= 61 S50   2 安 斎  実 銃砲史研究の重要性 01^-03

191 S50   2 所   荘 吉
天文以前における鉄砲伝来の実否につ

0｀て
04‐-21

1,7 S50   2 口 太 郎 有ヽ 成育博士著書お .にひ論文紹介 (8) 22^-30
l tJ= もF S50   3 所   荘 吉 西洋兵学書翻訳の発端 01-― ,0

],9 S50   3 南 坊 平 造 明治維新の動 戦力の研究 (4) 11‐-21

200 もヽ S50   4 山 田 大 郎 有馬 成育障十著書および.T文紹介 (9) OI ヽ13
2,1 6= S50   4 所   荘 吉 稲富―夢略伝 (前 ) 14-25

212 li! S50   5 山 田 大 虫F 豊川海口工廠の1勧 : 01--16

20= :, S50   5 南 坊 平 造 明治維新の銃砲戦力の研究 (5) 17^-43

204 71 S50   6 山 口 大 貞
`

有馬 |_首博十著書および論文紹介 (10) 01～ 15

20う 7` S50   6 市 坊 平 造 明治維新の銃砲戦力の研究 (6) 16^-47

201 71 S5= 所   i吉 稲富―夢略伝  (後 ) 01--12
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IDヽ
=″

年  月 著 者 題 渕 ページ ljh 考

2]7 71 S50   7 川 越 重 昌 徳島藩内
の鉄砲鍛冶総数二百二十四名

●・ L認
13^-19

21= 71 S50   7 山 口 太 凛| 綸遺 豊り梅軍 :廠の事跡 20^-22

72 S50   9 , 越 童 昌 火組琉の的中率 (徳島県) 01´‐16

210 7, S50   9 南 坊 平 造 明治維新の銃砲戦力の研究 (7) 17～ 27

211 7J S50   9 山 口 太 良
`

有馬 成市博士苦書および論文紹介 (11) 28～ 36
212 7, Sう 0  10 川 越 重 昌 山良清台場 (淡路)築造始末 01-10
21, 73 S50 10 山 田 大  貞「 H4・U軍最初の弾道表について 11-― ,5

214 F4 S50  11

" 
越 童 昌 徳島薔砲術流ll k史の結隧 01´‐08

21= i4 350 11 南 坊 平 造 明治絆新の航砲戦力のII究 (最終回) 09^-46

=1`
1: S:0 1」 川 越 重 昌 徳島藩に於りる萩野流砲lTの顛末 ()〔

―ヽ 2()

21F 71 S51 と 川 越 重 昌 徳島藩海岸諸番所
の緊張状況から見た

佐藤信渕―件
01‐-01

76 S51   2 山 口 太 郎 有馬 成育博
士著書および論文紹介

(補追)
07^-21

21, FF S51   8 太 橋 周 治
安心院 (宇佐)および福岡藩の幕末
反射炉

01-ヽ 08

22, F「 S51   3 所   荘 吉 銃砲史における二 三の問題について
(製法技術)

0,´-12

221 78 S51   4 川 越 重 昌 徳島藩の浩所有火縄硫備量 (■ ) 01--22

22= l, S51   5

" 
越 重 日 江戸時代に於ける火術の全容

―大lulをみた安盛流の構造と伝書―
01^-28

2,3 || S,1   6 川 越 重 昌 徳島藩における画洋砲術操練の顛末 (■ ) 01´-16
121 80 S51   6 所   荘 吉 鉄砲屋の吉咄操 (その1) 17‐-25

20=
=1

S51 , 越 重 昌 徳島藩に於ける西洋砲術操練の類末 (下 ) 01^-20
221 Sl S=1 所   荘 吉 鉄砲屋の普咄操 (その2) 21-27
227 ,2 Si1   9 南 坊 平 造 鍵屋弥兵衛と両国の花火 Ol～ 15

218 ,2 S51   9 所   =吉 徳川幕府の銃砲取締ll策について ||――,,

=2, ==
Si] ll, 所   ■ 吉 補説 天文以前における鉄画宏来の実否

について
01´‐17

23( Sl S51 11 り 越 重 昌 徳島薔焔硝史素描  (1) 01‐ 0ヽ8

231 84 Fヽl ll 山 口 太 郎 日本海 _‐ の弾丸について  (1) 09--25

232
=5

S51 12 川 越 三 昌 徳島藩焔硝史素拙  (2) 01^-12
2=] ,F S51 12 黛   治 夫 日本海買艦砲射撃0中率の変遷  (前 ) 13‐-21

234 ,F S51  12 所   荘 吉 「砲
`陥
要 |にまつわる逸間 27‐-31

86 S52   2 泉 水  巌 梨花槍について 01´‐:2

2,| ゞも S52   2 黛   治 夫 日本海軍艦砲射睾・|・1率 tT変遷  (後 ) 13^-28
2'F 86 S52   2 , 越 重 昌 徳島活焔Fh史素綺  (3) 29^-41

=F
S52   0 南 坊 平 造 丁條と堺の鉄胞薬調合所 17‐-30

=F
Si2   3 り 越 重 昌 徳島藩焔硝史素描  (4) Ol～ 16

240 3: S52   4 所   荘 古 「異風Jについて 01‐―14

241 も8 S52   4 円 大 |「 日本海
=の
弾丸について  (2) 05´‐16

242 ,= S52   4 , 越 重 昌 徳島澪焔硝史業描  (5) 17‐-29

21=
=,
S52   5 大 橋 周 治 幕末武炸の策砲事業 17～ 27

244
=,
S52   5 , 越 重 昌 徳島藩焔硝史素柿  (6) 01^-16

J4i 91 S52   6 山 田 太 郎 日本海軍の弾丸について  (3) 01‐-11

211 9つ 552   6 川 越 童 呂 徳島藩焔硝史素描  (7) 12‐-29

=47
,1 S52   7 山 口 太 郎 日本海軍の弾九について  (4) 01‐ 1ヽ8

248 ,1 S52 川 越 重 昌 徳島藩焔硝史素描  (3) 19‐-44

24, 92 S62   , 川 越 重 昌 徳島藩焔■■素精  (9) 14‐-36

251 ,」 S52 , 所   ■ 吉 l‐賀反射炉の成功について 01^-13
251 ,3 S52 ll 田 大 芸F 日本海工のB丸について  (5) 19^-34

252 ,3 S,2 11 , 越 重 昌 徳 ,鳥濡焔硝史素描  (10) 01^-18
2,t ,1 S52 ll 川 越 重 昌 徳島善焔硝史業捕  (11) 〔,I´-14

2 Fl 91 S52 11 所   荘 吉 火縄銑のネジについて 15‐‐20

255 91 S52  11 口 田 太 郎 日本海軍の弾丸について  (6) 24´‐33

256 ,F S52  12 所   荘 吉 疑間の人物  津口監物について 01^-14
257 := S52  12 , 越 重 昌 徳島善焔硝史素rH・  (12) 15´‐26
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1つ Nで, 議 年  月 著 者 題 口 ページ 備  考
2i3 S:: 市 坊 +造 硝/1の 生産地 01^-06

25, ,| S61 山 田 太 郎 日本海軍の弾九について  (7) 07‐-13

==0 =`
S53 2 サ 越 童 昌 徳 ,ら藩焔硝史素描  l13) 14^-20

261 ,F SFl
=
南 坊 平 造 硝石生産IL(日 本) 01-05

212 ,7 ,F3
=

円 太 郎 日本海軍の弾丸について  (8) 06^-17

26= ,7 :53 川 越 重 昌 徳島藩焔硝史業描  l14) 18^-37

234
==
S53   4 , 越 重 昌 徳島藩 li硝史素描  (15) 01^-17

,S 1 山 日 太 貞F 日本海軍の弾丸について  (9) 18^-40

21= ,' S53   5 市 坊 平 造 火業 火器の伝流と硝石生産ILの歴史 01‐‐16

'17
1, 5ヽ3   5 , ●l 重 昌 徳島薔焔1肖史素描  (16) 17‐ 45

2ちヽ || S53   6 り 越 重 昌 徳島藩焔1肖史素描  (最終FD 01～ 12

26: 00 S53   6 山 口 大 貞F 日本海軍の弾丸について  (10) 13--24

2F0 ,1 Si3   7 国 友 秀 夫 有馬先生との出会い 01--05

倉1立十周年記念

特集
=7J

01 Si3   7 田 太 郎 呉海買T廠造兵部円今昔 06--10

272 ,] S5,   7 川 越 重 昌 山鹿素行遺篇 焔I16篇の混雑を修正する 11´-16

273 |] S53   7 奥 ll正 二 松涛の火砲と詢場野観兵式 17-21

27= 02 S,3   9 所   荘 吉 幕末軍艦円陽丸の積載砲について 01～ 14

275 12 S53   9 岡 田   登 花火の起源とその発展  (1) 15--20

=F`
0, S50  10 岡 田   壺 花火の起源とその発展  (2) 01´‐19

27F |)|, S5:  10 山 田 太 郎 曰41●軍の弾丸について  撮 終回) 20‐ 32

JFヽ l,, S5=  1つ 泉 水  巌 資料紹介
潟家昇著 火薬の発明と西伝  (1) 33´ 4ヽ3

27, 101 S53  11 , 赳 童 昌 東北地方諸藩保有鉄砲 (火縄銃)の製作
者たち (1)

01^-12

1,4 S53  11 同 日  登 花火の起源とその発展  (3) 13-26

2卜 l 104 S5=  11 泉 水   巌 資料紹介
馬家昇著 火薬の発明と西●A  (2)

27ヽ :9

2,2 10「 ヽ

`:  12
, ●t 重 昌 最も古

い頃の硝石採法の残存か

―岩手県九戸郡軽米町の古老談―
Ol‐-09

2,, ||「 5ヽ:  12 岡 口   登 花火tr起源 とその発展  (4) 10-19

284 11= S53  12 泉 水  巌 訳 資ll紹介
褥家昇著 人薬の発明と西伝  (3)

20^-31

==5
]Oi S51   2 , 逆 重 東北地方諸藩保有鉄砲 (火縄銃)の製作

者たち (2)
01^-15

を86 :06 S54   2 岡 田   登 花火の起源とその発展  (5) ll～ 29

S54   2 泉 水  巌 訳 資料紹介
潟家昇著 火薬の発明と西伝  (4) 30～ 40

28, 1,7 S54 じ , 越 童 昌 本日本1明の 極 秘'焔硝製 l■ (硝石) 01--06

289 |〔 F S54   3 同 口  登 花火の起源とその発展  (最終日) 07--17

201 10F S54   3 泉 水  巌 訳 資料紹介
馬家昇著  火薬の発明と画伝  (完) 13-37

2,] ]18 S54   4 山 口 太  H` 呉海軍コ廠の大砲発射場について Ol^-15

2,2 l(8 S54   4 川 越 重 昌 東北地方諸藩保有鉄砲 (火綸銃)の製作
者たち (3)

16^-34

293 119 S=4   5 ,1 越 重 昌 塩硝製法再開発のあけばの 0〕 ～ ,2

214 111 S54   6 山 口 太 郎 造兵事業
での製鋼業 呉海軍IIt製鋼部

の沿革  (1)
01～ ]7

2,5 S54   6 川 ll 重 昌 東北地方諸藩保右鉄砲 (火縄銃)の製作
者たち (4)

18‐-42

29う S54   7 川 越 重 昌 徳島着に於 Iする幕末rF式小●.の勝人について 01´ 1ヽ7

2,7 111 S54   7 山 口 太 郎 造兵事業で
の製鋼業 呉海貫I廠製鋼部

の沿革  (2)
18～ 43

l12 S54   9 岡 田   登 未 ltにおける火栞兵器の発展   (1) 01^-07

2,, ll' S54   9 山 日 太 賣F 造兵事業で
の製鋼業 呉海軍工廠製鋼部

の沿革  (3)
OS‐―,1

=00
113 S54  10 , 越 重 昌 四回に於ける火縄銃の製作イたち 01～ 37

:Ol l13 St4 11 山 口 太  虫F 造
f・事業での製鋼業 呉海軍工廠製鋼部
の沿章  (4)

,8‐-50
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:DN● 号茨 年  月 著 者 題 日 , ページ 備  考
302 111 S51  11 山 田 大  良

`

二円の鉄製砲 0,～ 12

S54  11 川 越 重 昌 幕末秩父火薬事業 芹編 (1) 13‐-34

304 11= S54  12 川 越 重 昌 幕末秩父火薬事業 序編 (2) 11ヽ 19

11i S51  12 岡 田   登 宋代における火栞兵器の発展   (2) 20--27

S55   2 川 越 重 昌 安
TI初年水戸薔徳口 小去及び天下野ll
硝石製造所記t‐ からの情報の採取 (1)

01´‐24

=17
S55   2 岡 田   登 未代における火業兵器の発展  (3) 25‐-32

=OS
1lF S55   3 佐 I・   直 新型ライフル弾二題 01--07

30, 117 S55   3 り 逆 重 昌 安政初年水戸薔徳口 小雲及び天下野村
r肖石製造所記録からの情報の採取  (2)

08--32

Jl, 11= S65   4 安斉 実 同田 登 仙台花火の起源 01～ 09 共著

311 S55   4 川 越 重 昌 安政初年水戸藩徳田 小妻及び天下野村
硝石製適チ記録からの情報の採取 (3)

10‐ 6ヽ6

S55   5 所   荘 吉 弾道の萌芽と変貝1的な展開 01‐-11

:l: ll' S55   5 川 越 重 昌 焔硝と硝石  仙台藩珍間答 17ヽ 20

314 12〔 S55   6 泉 水   巌 析元史「連不台伝噴火筒箭 |の奥拠について 01‐-11

1l F S55   6 川 越 重 昌 安政初年水戸藩徳田 小妻及び天下野村
硝石製造所記録からの情報の採取 (4)

12‐-42

|:11 121 S,5   7 ,越 重 昌 島根県に於ける火騎 鍛|.について 01-10
317 lι l S55   7 岡 田   登 伸台花火の発展 11--22

31= 121 S55   7 泉 水   巌 新元● 1速不■伝喧火筒箭=の共拠について 23～ 28

=1:
122 Si5   9 岡 田   登 十回における流星 Olヽ-09

S=5   9 川 越 童 昌 安政初年水戸藩徳田 小妻及び天下野村
硝石製造所.E録からの情報の採取 (5)

10‐-38

S=5  10 川 越 重 昌 安政初年水戸藩徳日 小妻及び天下野村
硝石製白,記録からの情報のrt取  (6)

01～ 24

12= Si5  10 銃砲史研t・総日次 (第 1=～第 123=) 25‐-42

3== 121 S55  11 同 口   登 金汁機 (金火缶VI) 01^-08

=21
S55  11 南 坊 平 造 クラベル署 鴨 軍Jを読んで 0つ -ヽ14

=25
124 S55  11 川 越 重 昌 安政初年水戸藩徳日 小妻及び天下野村

硝石製造折記録からの情報の採取 (7)
15‐-87

12, 6ヽ6  12 所   ■ 吉 大阪城を攻略した二十日T筒 01‐-12

S55  12 川 越 重 昌 安政初年水戸藩徳口 小麦及び天下野村
硝石製造所.E録からの情報の採取 (8)

13^-42

,2ヽ S56   2 岡 田   登 金軍の郭餓蠣の砲について (),-09

126 S56   2 , 越 重 昌 安政初年水戸藩徳田 小妻及び天下野ll
硝石製造所記録からの晴輩の採取 (0)

iO～ 32

3]] 126 S56   2 (附)中居剛屏記念碑除幕にあたつて 33´-35

3=1 12F S56   3 所   荘 吉 ■上外記正静陛の系譜 01´‐04

SF0   3 川 越 重 昌 安政初年水戸譜徳田 小妻及び天下野村
硝石製造所記録からの情報の採取 完 05--25

::0 :2S S66   4 川 越 壺 昌 幕末秩父における火薬事業  (1) 01‐-17

304 S56   4 所   荘 吉 幕末における洋式火砲について  (1) 18´‐32

3=: 12, S50   5 南 坊 平 造 天,7D市蛮人初テ 01～ 16

じJ` 129 S56   5 岡 田  登 lH長の爆竹について 17´‐22

==F
12, 556   5 川 越 重 昌 幕末秩父にt・ける人薬事業 (2) 23^-45

==J
S56   6 岡 田  登 三河花火の起源 01^-08

3,1 131 S66   6 市 坊 平 造 南変換流の流ネ]は毛¬1高政であった 09^-15

310 130 S56   6 山 田 大  頂
`

日諄役旅順口攻n戦における海軍の砲戦
について

10´-34

J41 101 S56   7 り 越 重 昌 仙台藩内の銃砲及び火業史覚え書 (1) 01～ 27

312 131 556   7 鈴 木 昌 雄 銃砲技術流道の一端 28--35

=43
13= S56   , 鈴 木 昌 雄 幕末の人X政策 01～ 17

341 1,2 S,6   9 , 越 童 昌 幕末秩父における人薬●業 (3) lS^―「 1

=45
130 S56  10 斎 藤 利 生 靖国神社の三十二ポンド砲 01´‐14

34' lじ

=
S=| JI 川 越 重 昌 幕末秩父における火薬事業 (4) 14^-42

347 lじ 4 S5b 11 斎 藤 利 生 松涛の 24ボンド砲に対する疑問 01^-16

===
]31 llSi6 り 越 重 昌 鳥厳■未市部書製硝事業 17-48
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年  月 著 者 題 口
ページ 備  考

349 105 S53  12 り 越 童 :言昔 飛騨硝石の結晶率考 01--09

3「

'
l,5 S,01 12 所   r― 吉 ¨ 品にみる兵器 (高い 10^-25

:Fl ]3i 「ヽ
`
12 斎 藤 利1 生

¨ 式 3イ ンチ主砲

と複合装甲
26´ 3ヽ9

35] i36 5ゝ7   2 川 越 重 昌 耐石製造段取曰表復元法への証言 01--11

3=3 136 S57   2 所   荘 吉 開陽メしの引き揚げ品にみる申 12-32

=54
137 S57   = 川 越 重 昌 媚訂●

「

I箇●人造硝石 l.・品率考 01-t17

35` lJF S57 口 口 太 郎 戦艦の中間砲の成力について o8^-26

JII 1じ F Si7 澤 田  平 堺鉄砲l「・冶r■印事件口記 26^-31

J57 188 S5'   4 , 越 重 昌 歿前 硝石製造復工法への証言 01^-12

:iS S57   4 澤 口  平 峰 ケウエル御亀 13‐ ,ヽ7

15, 119 S57   5 所   荘 吉 開陽丸の兵業について ol―-07

:|| 13つ S=' , 越 重 昌 鳥lls幕末市部普製硝事業 け南遣) 08-2,

361 111 S57 洋 日  平 |・ rl l・IL鍛治のイ
=困

01^-10

:62 110 S57   6 り 越 重 昌 仙治藩内の銃砲及び人薬史‥ 11^-26

=60
141 S57   7 , 越 童 昌 ol～ 17

364 ]4] S57   7 澤 口  平 lP.の人薬業と高三家 18--25

142 S57   9 , 越 重 昌 乱,台場用火薬調合所t■ 01^-32

も
=`
i42 S51 澤 田   平 我国最初の大射撃場 堺七堂ヶ浜 33-37

317 113 S5F 11 澤 口   平 蜀 意並びに堺鉄ぼ )値段 01-― ll

=63
113 S57 10 川 越 重 昌 ¨ 史覚え書 (4) 12‐-86

36, 144 S57  11 所   荘 吉 計ヽ流範 とその影響 (,l^-18

JF3 141 S57  11 澤 円  平 堺鉄砲記」多輩似r・Jと鹿迫鋤 19´-30

37] 115 s,7 12 , 越 重 昌 或る硝石煮稼人の死 01^-19

じ,2 115 S,7 12 山 田 太 郎 航空機搭載用 20議銃 20‐-31
原本が間違い嗜オ)

海軍ではヽ 銃と言う

]FJ 146 S58   2 り 越 重 昌 仙台藩内の続砲及び火薬史覚え書 (5)101～ 35

374 14F S58   じ 斎 藤 オ1 生 小全井の銅砲        
…=]F

11' S58   3 峰

…=F6
148 S5= 古 同 "

―

する火器||ついて ol～ 25

371 148 Si8 1 斎 藤 千

―

社の32ポンド砲につせて 26^-41

=7:
14じ S58   1 21壁11差生 42´-51

,7, 11' sF8   5
ol‐-18

380 14, S58   5 川 越 重 昌 1,^-42

331 149 S58   6 中 原 正 二 く資十1紹介 >末王著
「
古代中国の火案技術 J 43^-52

382 [=0 S58   6 , 越 重 昌 ¨ 及び火栞史覚∠讐
=」
り 01‐-26

J8: 110 S58   6 山 田 太 郎 続捕遺 航空機搭載用 20ヽ機銃 27-3つ

3,4 S58   7 川 越 重 昌 ¨ 菫
=2二
塁豊2 01^-12

iS5 :[1 S58   7 澤 口  平 IL円右衛 F月鍛冶屋敷 13^-18

]St 1=l , 越 重 昌

―

石採取製造業の復元

(1)

19‐―

112

387 162 S=S 川 越 重 昌 ¨ び火薬史覚え書 (9) ol-22

=38
]F2 S58   ' 川 越 重 昌 「江戸時代の人菜比重考.の訂正 23^-25

38, i53 S58  10 所   荘 吉 芝辻理右衛円の人砲について 01‐-03

390 15] Si3  10 り 越 重 昌 需川台場用西洋流火来の周辺 0,´-29

191 1=S 10 館 野  孝 (資料紹す●鈴木所臨 府合栞水
=遺
柾 :n  41

じ92 l:4 S,8 1[ サ|| 越 重 昌 仙台藩内の銃砲及び火薬史二茎菫 里 堕 ,1--28

3,3 lF; S58 12 山 口 大  貞F 幕末tl l武蔵ヨ
' 
日にお■る造砲当主 01^-18

)11 liF S53  12 所   荘 吉 fB富流砲術伝書について (1) 10^-33

156 S59   2 り 越 重 昌 Jl l) 01‐
-19

,96 :56 5ヽ9 2 所   荘 吉 徳,幕府の銃砲に関する職制のメモ 20--25

じ,F lF7 S59   8 川 越 重 昌 仙台薔内の銃砲及び火栞史覚え言 (12) 01‐
-23

15' s5,   3 1 田 :太  真F
(続)幕末の武蔵コ川口における造砲
事業           _

24^-37

9,1 158 S59   4 , 越 重 昌 仙台書の鉄砲及び火業史党え苦 (13) 01^-32

400 158 S59   4 澤 田   平 芝社長左衛円保敬 33^-42

li, Si9   5 川 越 重 昌 仙台藩内の銃砲及び火米■覚え吉 ( 14) 01‐,48

-8 -
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年  月 著 者 題 目 ページ 備  考

160 S59   ` , 越 童 昌 花巻周辺における幕末硝石t■
7取
製造業の

復元 (2)
11--53

403 161 S5,   7 , 越 重 昌 仙台落内の銃砲及び火薬史覚え書 (15) 01^-16

161 S5'   7 I 円 太 貞
`

資料 初期東京地区の 日本海軍の工作庁

について (1)
IF―-27

162 S59   9 川 越 重 昌 品川台場火薬庫及び収納法の復元 (■ ) 01^-17

411 S59   0 山 田 大  頂F 資料 初期東京地区
の日本海軍の工作庁

について (2)
18‐-28

S59  10 川 越 重 昌 品川台場火薬庫 l.4び収細法の復元 (中 ) 01--24

40S :== S59  10 山 口 太 郎
初期東京地区の日本海軍の工作庁につい

て「海軍造兵史Jの紹介 (3)
25～ 41

10, :=3 S59  10 所   荘 吉 (承前)芝辻理右衛円の人砲について 42--47

11= S59  11 川 越 重 昌 古典技綱引こよるミニ硝石製造法 01‐-31

164 S59  11 山 口 太 郎 資料 初期東京地
のヽ日本海軍のI Fl十

について (4)
32～ 47

11「 iヽ1  12 川 越 重 昌 仙台藩内の銃T●L及び火薬史覚え書 (16) 01^-26
413 1== S59  12 所   荘 吉 (資料紹介)徳島藩武具御定書抜粋 27^-3,

414 166 S60   2 り 越 重 昌 ll台藩内の銃砲及び火業史覚え書 (17) 01～ 21

11: S60   2 山 口 太 郎 資料 初期東京地区の日本海軍の工作庁
について (5)「海軍造兵史Jの紹介

22´‐35

116 S60   2 斎 藤 利 生 横須賀三笠公国のガトリング銃 36^-46

11, liF S60   3 斎 藤 利 生 ガ トリング機銃の我回への導入 01-15
418 1=F S60   3 り 越 童 昌 仙台藩内の銃砲及び火爽史覚え÷ (18) ι6--46

11, 167 S60   3 山 田 大  HF 資r lll期東京地区
の日本海軍の工作庁

について (6)鴨 言造兵史 |の紹介
47ヽ 63

420 S60   4 粕 谷 示1 - 硝τ考■学 01-28

121 S60   4 山 口 太 貞F 資料 初期東京地区
の日本海軍の上

“

刊〒
について (7)「海

=造
兵史Jα)紹介

2,‐-4F

`,,
168 S60   4 斎 藤 利 ■ 安乗崎の鋳鉄砲 4ド ヽ 57

12= ll: S60   5 中 原 正 二 単色火業の起源に関する種々の論説 01^-12

424 16, S60   5 , 越 重 昌 仙台書内の銃砲及び火X史覚え普 (〕 0) ]:―-33

42う S60   5 ● 馬 成 市 編
く資料 >昭和 9年 5月 24曰 起案  海軍
砲債史編纂削 一号敷根火栞製造所始末

34‐‐10

421 170 S60   6 生 口 豊太郎 スマ トラ銃についての記録並びに考察 01--36

42F 170 S60   6 斎 藤 不」 生 安乗崎鋳鉄砲の羽質について 37～ 45

428 171 S60   7 り 越 重 昌 仙台落内のFrt砲及び火薬史覚え÷ (20) 01--37

420 171 S60   7 山 田 太 郎
く海軍造兵資料|>|コールダイ トJ
(無煙火薬)の採用

38-18

110 lF2 S60   9 り 越 重 昌 仙台普内の銃砲及び火薬史党え言 (21) 01-24
43[ IF2 S60   , 澤 田  平 力様(ちからだ0し )用心石と玉除(たまよけ)石 25-3S 用心■

1,2 172 S60   9 山 田 大  自|
く海軍造兵資料>「コールダイ トJ
(無煙火薬)の採用 (続 )

39-52

4=; ]], 6ヽ0  10 川 越 重 昌 仙台藩IJの銃砲及び夫案史党′書 (22) 01^-33

`,1
lF= S60  10 所   l■ 占 砲術計流の調査 その 1 34‐ 4ヽ0

43i 17= S60  10 山 田 大 虫
`

<海軍造I■資料>「コールダイ トJ
(無煙火薬)の採用 (続 )

41-ヽ 61

174 StO 11 川 越 重 昌 品,台場火薬史料と考察炒 01ヽ 42

4=F 171 Sう 0 11 所   荘 吉 く承前 >砲綱砧 流の調査 その 2 43^― ,6

131・ 17「 :60 12

' 
越 重 昌 伸十,薔内の銃砲及び火薬史党え書 (23) 01^-22

175 ,60 lι 所   佳 吉 砲術伝書●

「

検討 (その 1) 23^-32

141 175 S60 1= 山 円 太 郎 ●海軍造兵資料>海軍月小銃ノ制定 33‐-49

4`: 176 6ヽ1   2 川 越 重 吊 H黒 (東京)火業庫の復元と意味■ 01ヽ 31

4■ 2 lF` S61   2 山 口 太  郎 く海軍造兵資料 >海軍∫H小航 ノ市1定 (続 ) 32^-44
176 S61   2 所   荘 吉 慶長 元和期の伝普解説 45‐ 5ヽ2

444 177 S61   3 , 越 重 呂 鹿児島県敷根火薬製造所 01～ 132

445 lF7 S61   3 |●  田 太  貞ヽ く海軍造兵資料>海三月小銃ノ帯定 (続 ) |,3-15
416 178 1ヽ1   4 安 田  修 尾張普矢田河原砲場に関する一考案 (1) 01‐-18
117 lF8 1S=l , 越 重 呂 煙火工場爆発 ・lる事件記録資ボ1抄 19--54
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年  月 著 者 題 目 ページ 備  考
448 171 S61   i , 赳 重 呂 鹿児島県敷根火栞製造所址 (2) 01‐-37

11, 17, S61   5 山 口 太 貞F く海軍造兵資料>海軍用小銃ノ制定 G完 ) 38～ 49
4il l=, S61   6 安 田  修 尾lF藩矢田河原砲場に関する一考案 (2) Ol^-38
451 18〔 S61   6 川 越 重 昌 仙台藩内の銃砲及び火栞史覚え書 (24) 39‐-43

452 lSl S61   7 山 口 太 郎 く海軍造兵資r>海軍用小銃ノ市1定 (続 ) Ol^-11
4=, 181 S61   7 川 越 重 昌 鹿児島県敷根火業製造所■ (3) 12-44
454 ]8: S01   7 市 坊 平 造 日本歴史の山紀別年表について 45^-51

45i S61   9 山 田 太 郎 ●海軍造兵資料 >海
=用
小銃ノ制定 (続 ) (〕 |-19

S61   9 川 越 重 昌 花巻周辺における幕末硝石採取製造業の
復元 (3)

97´‐

164

4,F l:, ド61 10 川 越 重 昌 鹿児島市滝
の上火薬製造所址 (1)薩藩

火薬史跡実踏記 (4)
01^-23

4== lS, SI: ]| 山 田 太 郎 く海軍造兵資料>海軍用小銃ノ市1定 (続 ) 24‐ 4ヽ2
41: 1== S61 :0 南 坊 平 造 世紀毎の日本文化発達史編集の急務 13～ 49

lSl ヽ
`1
11 ,1 越 重 昌 仙台薔内銃砲及び火災史覚え書 (25) 01--30

161 1=4 S61 ll 山 田 大  虫F
「海草造兵史資料J信管ノ改良 (自海軍
有1設 |+・I曰 清戦争前)

31--41

162 1==
=11
12 川 越 重 昌 鹿児島市滝の上火薬製造所址 (2) 01´‐20

460 lも

=
S61 12 中 原 正 三 わが回戦前の軍用火業考 21-2f

111 18=
=61
|= 南 坊 平 造 日本文化う

`達

史世紀男1年表 28-43
46F :8, S62   2 所   荘 吉 日本銃砲史 (1) 01--26

11t S62   2 川 越 重 昌 鹿児,弓市滝の上火薬製造所 l■ (3) 27～ 63

46F l:| S62   2 山 口 太 郎 「海軍造兵史資卜J信管ノ改良 64-73
16= llI

=62   3
, 越 重 吊 焔硝蔵の論理 01--26

4StJ lSF S62   3 岡 田  登 中lIの撮竹について 27‐ 7ヽ2

111 187 S62   3 山 Π 太 良
`

「海軍造兵史資料J信管ノ改良 (続 ) 73^-87

47: 1=S S62   1 岡 円  登 中国の爆竹について (その■) 01--38

472 1ヽ 8 S12   4 り 越 重 昌 鹿児島市滝の上火業製造Fr址 (4) 3つ ^-61

4F3 S62   4 市 坊 平 造 日本文化発達史年表  その3 62--77

174 lSu S62   5 所   ■ 吉 日本銃砲史 (2) 01‐-30

17b 1さ , S62   5 川 越 重 昌 鹿児島市滝の上火薬製造所址 (5) 31´‐58

4F6 18, S62   5 山 田 大 貞「 海軍造兵史資料J信管ノ改良 (続) 5,ヽ 76

4FF S62   6 所   荘 吉 日本硫砲史 (3) 01´‐10

4FS 111 S62   6 川 越 童 昌 亭府の¬泉新日焔硝蔵復i素描 20´-41

17, l,1 S62   7 川 越 重 昌 鹿児島市滝の上火業製造Pl it(6) 01‐-30

tll 6ヽ2   7 山 田 大 自「 [海軍造兵史資料J信管ノ改良 (続 ) 3[´ 5ヽ0

■81 1,J S62   , 斎 藤 利 生 「ワシントンで見つけた長)1台場砲J 01～ 18

1=2 ],2 S62   , り 越 重 昌 花巻周辺にオ■する幕末硝石採取製造業の
復元 (4)

113～

152

IS3 103 も62 10 斎 藤 利 生 横l●の外国砲 01‐-17

481 l,3 S62 10 川 越 重 昌 鹿児島市滝
の上火業製造Fll址 (7) 薩

藩火薬史実踏記 (10)
lS―-37

1,5 1,4 S32 11 有 馬 成 市 「南北戦争における銃器の問題J 01^-12

4S` 194 S62  11 り 迪 重 昌 カロ賀藩野口村幻の焔硝蔵 13^-29

487 l,5 S=2 |= 所   荘 吉 日本銃砲史 (4)鉄砲伝来説の検証 (2) 01‐-30

.8, l,F Sb2  12 川 越 重 昌 鹿児島市滝
の上火業製造所址 (3)薩藩

火薬史実踏記 (11)
31--48

4=, |,| S63   2 斎 藤 利 生 三生公同の鋳鉄砲 0]～ ll

4,0 1,= S63   2 , 越 重 昌 鹿児,鳥市滝
の上火薬製造所址 (9)薩藩

火栞史実踏記 (]2)
12^-36

4(1 l:t S63   2 山 口 太 貞
`

「海軍造兵史資卜J機関砲FT用始末 37^-51

4,2 1,7 S63   3 所   l■ 吉 砲術諸流」|・の調査  その 3 Ol～ 36

4,3 1,F S63   3 斎 藤 本1 ■ 横須賀米軍基地の鋳鉄短砲 37--50

4,4 1,F S60   3 川 越 i 昌 仮説 幻
の加賀藩焔硝蔵再考 (附)土清

水火薬製造所仮説復元
51-91

4,F l'S S63   4 所   荘 吉 砲術諸流派の調査  その 4 Ol´‐43

19` |,ド S13   4 川 越 i 昌 薩摩の刊i火 fI‐島伝来火栞考 44-66
4,F 1,9 S63   5 所   荘 吉 大槻玄沢と砲

`IH市

用庁録 01^-20

―-10-―



lDl● 号タ 著 者 題 目 1 ページ 備  考
4,S S63   5 川 越 重 昌 仙台薦内銃砲及火来史覚え書 (26) 21--5(,

19, 19, S63   5 |力  田 太 良ヽ 「海軍造兵・・資十 1機関砲l17用蛉末 (続 ) 51-72
S63   6 所   ■ 吉 砲術計流派の調査  その 5 01‐ 3ヽ2

S63   6 粕 谷 利 ― 荘内藩塩硝蔵通史 特にその初期塩 ll
(火薬)事情について (前編 )

33-13

=0=
J01 S63   7 , 越 重 昌 晶川台場火薬庫及び収納法の復元 (下 ) Ol‐-25

:ll S03   7 和 谷 利 ― I内嵩塩「 ll蔵通史 特にそ
の初期塩硝

(火薬)事時について (後編)
26^-59

S63   0 Frl  荘 吉 砲術諸流派の調査  その 6 01‐-43

=0=
S63   9 り 越 重 昌 仙台善内の銃砲及び火薬史覚え書 (27) 44^-66

i16 202 S63   9 山 田 大  貞
`

1海軍造兵史資料J機関砲採用始末 (続 ) 67‐‐34

S63  10 斎 藤 利 生 靖回神社の百工+封度砲と薩摩藩の造砲 01--14
21= S63  10 , 越 重 昌 仙台薔内の銃砲及び火業史覚え書 (28) 15^-44

il, S63  11 所   菫 吉 砲術諸流派の調査  その 7 01‐-31

Sb3 ll , 越 重 昌 11台藩内の銃砲及び人薬史覚え書 (29) 32‐ 54

:)] S63  11 1司  口  登 中国における爆竹の使用と黒色火来 55^-75

i12 し,: S63  12 , 越 重 昌 仙台落内の銃砲及び火薬史覚え書 (30) 01～ 24

S60  12 岡 田  登 中国の唐代 工代 十日時代に兵器とし
て使われた火器

25^-52

HO1   2 所   荘 吉 砲術諸流浪 r嗣査  最終回 (〕 1‐-11

5]5 H01   2 川 越 重 昌 仙台藩内の銃砲及び火薬史覚え書 (31) 42^-71

]0= H01   2 山 田 太 郎 「海軍造兵史資料J機関砲採用始末 (続 ) 72-85

=17
207 01   3 斎 藤 本1 生 佐賀浩の長崎警備と百二十封度砲 01´-20

F18 207 H01   3 川 越 重 昌 花巻周辺
に於ける幕末硝石採取製造業の

復元 (5)

21^―

152

「 1, 20S H01   4 所   荘 吉 日本銃砲史 (5) (り  ～ 14

520 21= HO]   4 川 越 重 昌 1,台薔内の銃砲及び火薬史覚え書 (32) 15--26

=」

1
=0,

101   5 所   荘 古 日本銃砲史 (6) 01--13

H01   5 川 越 重 昌 仙台藩内の銃砲及び火薬史覚え書 (33) 14‐-25
523 101   5 山 田 大  貞F 「海軍造兵史資料J機関砲採用始末 (最終回) 26‐-34

524 210 H01   6 所   荘 吉 ペルリのもたらせるガVく器に就いて 01ヽ 16

525 211 H01   6 川 越 重 昌 鹿児島市谷山作硝場 (D
薩摩人薬史跡実踏記 に3)

17--37

5!` HO1   6 山 口 太 郎
「海軍造兵史資料J

仮呉兵器製造所設立経過
38-55

527 211 HO1   7 川 越 重 昌 鹿児島市谷山作硝場 (2)
薩摩火薬史跡実踏記 (14)

01´-27

21, 101   7 所   荘 吉 古式銃砲の鑑定基準 28ヽ 36

211 101   7 山 田 大  良「
「海軍造兵史資料J
仮呉兵器製造所設立it過 (続 )

|〕 7～う2

H01   9 川 越 重 昌 鹿児島市谷山作硝場 (3)
薩摩火薬史跡実踏記 (15)

01-33

331 212 H01   0 池 田 浩 理 ア
ー ミー  リボルバー (32口径 Smith&
鴨 ssOnモデルNo 2) |こ つ 0ヽて

34‐-39

=13
01 1, 川 越 重 昌 鹿児島市谷山作硝場 (4)

薩摩

'く

薬史跡実踏記 (16)
(サ 1--23

213 101  10 山 田 太 郎
「海軍造兵史資料J

仮呉兵器製造所設立経過 (続 )
24´‐42

=1=
101  10 池 田 浩 理 いントン航器会社に於ける実包製造の系譜 43～ 50

5J5 214 101  11 川 越 重 昌 硝石製造法図解 (1) 山口森重
「生硝

一日四寵煎煉法Jの場合 (■ )
(〕 ]～ l tl

5=` 214 101  11 山 田 太 郎
海軍造兵史資料J

仮呉兵器製造所設立経i邑 (続 )
20´-41

5=i
=1=

01  12 中 原 正 二 陸軍岩算火薬製造所 (その1) 01～ 15

F38 2]F 101 ]2 川 越 重 昌 硝石製造法図解 (1) 山口森重
「生硝

―曰四籠煎煉法Jの場合 (下 )
16´-44

- 11  -

年  月



IDヽ , 号敲 年 月 著 者 題     目 ページ 備  考

539 216 H02 2 中 原 正 二 陸
=岩
鼻火薬製造所 (その2) 01--16

5す 0 2111 [102  2 川 越 重 昌 硝●製造法図解 (2) 上島半兵衛忠文の硝石 .‐ 造■ltの場合 (■ )
17--47

=41
216 H02   2 日 太 郎

「海軍造兵史資料 J

仁呉兵器製造所設立経過 (完 )
48^-65

542 217 102   3 り 越 重 日 硝石製造法図解 (2) 上,鳥 半兵衛忠文
の硝石製造lr伝の場合 (ド )

01^-24

=43
217 H=2   3 所荘吉 赤羽通重

松本市歴史資料嫡丁蔵の韓コ■火器につ

いて
25‐-39

去著

514 102   4 川 越 重 昌 硝石製造法図解 (3) 薩藩谷山で
の

咋 硝局実験炒Jの場合 (上 )
01´ 3ヽ4

=45
102   ` 澤 田   平 口tl■砲 35^-42

=4t
219 H02   5 川 越 重 昌 硝石製,昔法図角7(3) 薩藩谷山での「作硝局実験炒Jの場合 (中 )

01^-18

=17
H02   5 所■古 ホ羽通丘

柿訂 松本市歴史資糊 所蔵の韓回古火
器について

19～22
共著

=48
219 H02   5 田 大 貞F 嶋 軍造兵史資料J砲楯の問題 23^-45

:43 280 102   6 , 越 重 昌 硝●製造法図解 (3) 薩著谷山での「作硝局実験砂」の場合 (下 )
01--15

iFI 220 [[02   6 山 口 大  貞F 海工造兵史資料J砲楯の問題 (続 ) ||ヽ 32

5=J 221 H02   7 所   荘 吉 文永役の「てつはうJ鉄砲と磁砲の関係 01-08
552 221 102 粕 谷 千1 - 続 硝石考現学 09‐-43

55〕 22= [02   9 , 越 重 昌 鹿児島市谷山作硝場 (5) 由李火薬1え
跡実踏記 (17)

01‐-19

222 [102   9 所   荘 吉 中国に於ける銅硫の出■とその展開 20ヽ 2,

223 H02  10 川 越 重 昌 鹿児島市滝の上製造場址終稿 薩摩火栞
史実踏記 (18)

01 ‐12

i5` 22; H02  10 赤 羽 通 重
スランカメンの銃砲戦 ヨーロッパにも
あった長篠合戦

13～ 21

l102  11 , 越 重 昌 鹿児 1喘敷根火薬製造所終稲 薩藩火薬史
実記 (19)終

Ol―-13

F3, H02  11 山 口 太  IF 「海軍造兵史資料J克式砲ノ採用 14-31
i=, 22= 102  [2 川 越 重 昌 五筒山塩硝私考 (1) Ol-30
FII 20= 1102  12 十 日 皇太郎 火縄についての考察 3,^-46

Fll ■03   2 ,1 越 重 「1 五箇山塩硝私考 (2) 01^-31

F,2 I103   2 岡 田  登 仙台花火小史 32～ 82

513 22F 100   3 川 越 童 昌 工箇山塩硝私考 (3) 01^-23
●
●11 227 03   3 岡 日  登 尾張花火の歴史その一考察 (その 1) 24--33

=|[ =2F
103   3 山 口 太 郎 1海軍造兵史資卜J速痢砲ノ採用 34‐-41

FI′ 223 H03   4 川 越 童 昌 工首山塩硝私考 (1) 0[´‐30

==7
22= H03   4 安 斎  実 L界用撃史 31^-53

=6S
229 H03   5 り 越 重 昌 工箇山塩硝 Fl考 (5) 01--36

31, H00   5 山 田 太 凛
`

「海軍造兵史資r掏
32拇加式砲採用ノ経緯

37‐ 5ヽ7

iFl H03   6 , 越 重 昌 T箇山塩硝私考 (6) 01--23

;Fl 230 H03   6 安 斎  実 世界射撃史 (第 2回 ) 24-34

=F2
231 H03   7 , 越 重 昌 五箇 塩硝私考 (7) 01^-18

F71 2,1 1103   7 赤 羽 通 重 ョーロッパ火縄銃J見間記 19～ 27

574 232 H03   , り 越 重 日 五箇 I塩■■考 (8) ()1-20

51, 232 1113   , 生 日 豊太郎 タンネンベルク銃筒のレプリカについて 21～ 38
576 ]32 ‖,3   , 山 日 太 郎 「海言造兵史資料 1克式砲ノlT用 (続 ) 3,^-52

5'F 23=
=3
[' 川 越 重 昌 五箇山塩硝私考 (9) 01´‐26

57S 2`= 13 1:| 赤 l.0通 童 (承前)|コ ーロッパ人縄銃J見間記 27´-38

:71 2じ
=

OS 10 山 田 大  |「
「海軍造兵史資料J山内閉鎖機及ビ山内
砲架ノ採用

39‐-63

5,0 234 ‖03 ]l 川 越 重 昌 工筒山塩硝私考 (10) 01‐-20

==l
2=4 10も 11 所   荘 吉 砲術諸流派の調査 (補造) 2]^-47

58= 2,F I03 12 り 逆 重 昌 工筒山琉硝私考 (11) 01^-21

1,



10N● 号′ 年  月 著 者 題 曰 ベージ 備  考

iF= 235 H03  12 安 斎  実 世界射撃史 (第 3回 ) 22--31

iも 4 236 H04   2 , 越 重 昌 T箇 塩I「■考 (12) 01^-17

|ヽ「 2,| H04   2 安 斎   実 世:界射 L・ 史 (最終回) 18-33

==6
237 H04   3 り ●t 重 昌 工箇山塩硝私考 (13) 01-21

==F
23F 1104   3 所   荘 占 江り■時代における銃砲規制の変遷 (前 ) 22´‐42

58, ,:S H04  4 , 越 重 昌 上箇山塩硝私考 (14) 01´ 2ヽ6

う1, 2:= H04   4 所   荘 吉 江戸時代におりる銃砲規制の変遷 (後 ) 27^-55

5,0 23, 104   5 J 越 重 昌 五箇山塩硝 Tl考 (15) 01--10

5,1 23, ■04   5 所   ■ 占 壬申の銃 |・L取締規制について 11^-31

[,2 240 ■04   6 岡 田   登 中国
における黒色火薬の発明
―その発展 Jl・ 程と実用イヒの時期

01--19

=,3
24〔 H04   6 川 越 重 昌 五箇山塩1肖私考 (16) 20--42

:,4 241 :04 川 越 重 昌 種子島鉄砲伝来時
の火薬製法は如何に教

わったか (1)
01^-22

5,F 2+i H04
=
岡 田   登 中国 宋代における火器と火業兵器 0～① 末FL頁 より

5,6 242 H04   , 川 越 重 昌 種子島鉄砲伝来時
177火薬製法は如何に教

わつたか (2)
01‐-2,

`,7
242 , 粕 谷 利 ― 著政時代の硝石の収量とその化学分析 30～ 56

F,8 242 H04   9 赤 羽 通 重 請話J トルコ史にみらオしる鉄砲の用法 57^-64

5,, 21: ll 川 凛 童 昌
五箇山塩硝私考 (17)

需易硝石土検.T法
01^-12

`0,
213 H04  10 Tll 谷 利 ― 藩政時代の砧石の l●豊とそのイL学分析 13～ 41

`ll
244 [104 り 越 重 昌 T箇山i『 ■

=(18)
01～ 1]

102 214 H04  11 所   荘 吉 吉式銃砲の用語解 .ll(オ「流砲術編) 12^-47

|11 24= ll 川 越 重 昌 火来年表 48‐-50

=,4
245 H04  ]2 川 越 重 昌 五箇山塩硝私考 (]つ ) Ol-33

60F 215 H04  12 所   ■ 吉 古式銃砲の用語解説 (洋式砲術編) 34～ 67

6,6 246 H05   2 , 越 重 5 工箇山塩硝私考 (20) Ol^-26

`|,
241 H05   2 北 村 陽 子 江戸下町燿冶砥家資料の紹介 27--14

247 H05   3 , 赳 重 呂 [追柿稿〕
品,台場用麻骨炭は栃木県壬生国産

01^-08

247 n05   3 赤 羽 道 重 「ョーロッ′ュ 縄銃J見間.L(3) 09-ヽ 23

610 217 H05   0 所   荘 吉 古式銃砲の用語解説 (続洋式砲術編) 24～ 38

i: 248 H05   4 , 越 童 昌 中国製硝考 (1)旧熱河省南部 黒水地
方の製硝業 (1)

(11-43

112 21, H05   i り 越 童 昌 民家史からみた硝石 01～ 11

J19 H05   5 赤 羽 通 重 コンスタンチノーブル攻撃戦 17-24
614 250 H05   FI , 越 重 昌 雲古から硝石´ヽの旅路 01-13
115 25, H05   6 FF  i吉 「兎園小説Jに見る馬上筒 14^-23

251 H05   7 ,1 越 重 昌 人造五肖●異 |・| 01´‐27

617 251 n05   7 所   rt吉 lEffii.rL,\r 28^-38

61= 252 H05   9 , 越 重 昌
日本では硝石原●1土から幾らの硝石がと

れるのか (■ )
一その科学分析値と考慮―

(〕 |―-38

H05   9 中 原 正 二 火薬に貢1状 した人々 (1) 石藤豊太 S,´-48

621 253 105  ]0 粕 谷 利 ― 庄内藩の塩硝秘伝 (1) 01‐-13

6=] H05  10 中 原 正 二 人業に貢献した人々 (2) 山家信次 14ヽ 22

254 H05  11 北 村 陽 子 日フト橋,知抱口rと 月氏惣′、真「 01～ 17

」さ4 1105  11 オ自 谷 千1 - 庄内薔の塩rl秘伝 (2) 18^-30

124 254 ■05  11 所   ■ 吉 銃砲史IF究の寄稿要領 31^-32

iI15  12 所   I吉 阿久根の仏郎機について 01^-18

H05  12
雪島宏―

赤羽通重

〈資料紹介〉1565年のトルコ軍による
マルタ島包回戦記 (1)

19-31
共箸

62F [106  2 所   I吉 津口流鉄砲口決記について 01^-12

う2S H06   2
雪島宏―

赤羽通重

樅 r紹介〉1565年のトルコ軍による
マルタ島包回戦記 (2)

13‐ 2ヽ8
共著

257

258
H06   4 所   荘 吉 砲術流 lrtの起源について 01‐-12

-13-



TDヽ ;″ 年  月 著 者 題    目 螢 ページ 備  考

=11

257

258
H06   4 所   I吉 銃砲史に関する文献の疑問 13^-22

=31

257

258
H06   4

雪 ,鳥去―

赤羽適重

〈資料紹介〉1565年のトルコ軍による
マルタ島包囲戦記 (3)

23‐-3S
共著

632 H06   5 所   l■ 吉 洋式砲術書にみる熟語の成立 (11) 01-21
260 HO1   6 所   l■ 吉 rf式砲術書にみる熟語の成立 (後 ) 01--10

261 106   7 所   荘 吉 銃兵号令詞の邦謂 ヒについて Ol―-23

63「 212 106  10 中 原 正 二 火薬に貢献した人々 (3)一 疋田強― 01^-13

6]5 212 106  10 所   ■ 占 随筆に見る鉄砲|_I係記事 (1) 14--32

う3F ‖00  11 山 田 大 郎 海軍造兵史 (水需ノ部) 01´-52

138 H06  11 所   荘 吉 随筆に見る鉄砲関f.記事 (2) 53～ 67

13' 21●4 106  12 山 口 太 郎 海軍造兵史 (水雷ノ部)続き 01--36

`41
107   1 北 村 陽 子 下町鍛冶の競祭り 01--05

t41 H07   1 荻 原 博 志 片井京助の気砲 00‐-17

612 〔107  4 北 村 陽 子 障 のことども Ol～ 15

F11= 211 H07   4 赤 羽 通 重 〔評論〕レオナル ド ダ ブィンチと鉄砲 16^-1,
ill H07   4 ヨヒ ホ寸 陽 子 〔資t4紹介〕兵学 語学伝習事件乾 20^-23

6■
=
217 H07   5 梶   輝 行 幕末期小回原藩の画洋軍事伎初め 導入

(1)
01^-18

111 26F H07   5 所   荘 占 回友鉄砲鍛冶文書 一国友十人方史卜|の
紹介―

〔9～37

=4F
238 107   , 梶   輝 行 幕末期小口原藩の西洋軍事技lIの導入

(2)
01^-22

11ヽ J01 110F 10 所   荘 吉 幕末における洋式火砲について (2) 01～ 22

14, 2F0 H,7 ll 所   荘 吉 幕末における洋式火砲について (3) 01‐-12

|「 ( J70 H07 ll 北 村 陽 子 もう1梃のペリーのビストル 13--3o

651 271 HOS   l 所   荘 吉 ―資料紹介― 将軍家のお召筒について
(前 )

01-10

652 27] H08   1 北 村 陽 了 日的地図に見る国友 11--19

6== 27= H08   2 所   I吉 省 料紹ヽ一将軍家のお召筒について

(後 )
Ol^-21

654 2F2 I108   2 安 田  修 大阪砲兵工廠製造の圧搾青銅製 7センチ
半 山 野砲について 22-49

6i5
273

274
1108   4 FF  荘 吉 幕末にス|テ /1西洋式の人薬製造 01-13

うう0
273

274
H08  4 所   荘 吉 高島秋帆 その光と影 11--26

657
=75
H3S   5 霜       オLιR良「 幕末留学生 澤太郎左衛円の朝跡 (1) 01‐-20

lF: 2,t H08   6 所   i吉 徳丸原における洋式演続の評価 01´ヽ16

65, 276 H03   う 箱      ネL ・真「 幕末留学生 澤太郎左衛門の軸跡 (2) 17‐-40

lin 2,F HOS   7 i冒   ネしンヽ自「 幕末留学生 澤太郎左衛円のコ跡  (3) Ol^-27
161 27S H08   , 渠富      ネLソ 貞ヽヽ 幕末留学生 洋太郎左衛円の・ l跡 (4) 01‐ 2ヽ3

162 ,F` 1118 1, 所   荘 吉 火縄銃
の製作原価について
一国友鉄砲鍛冶文書に見る―

Ol^-10

if] 27, H18 11 梶   躊 行 幕末期小田原澪
の西洋軍事技術の導入

(3)
14^-30

6=1 280 H OI ll 萩 原 博 志 傍装吉火銃の開発年 17● について 01^-35

`|[
H31 2 所   荘 吉 井上正清の銃砲間答について 01--13

ε6` 281 111J 景冒   ネしソk劇∫ 幕末留学生 澤太郎左衛門のり跡 (5) 11--3F

6=7 2S2 H09   〕 安 日  修 江戸初期における鉄砲運搬の一例 Ol´-27

28, H09   4 北 村 陽 子 貨秋0)鉄砲 (肯ヒ楽と古式銃 ) 01‐-17

6も , 280 H09   1 ●      ヤLンて|ヽ 幕末留学生 澤太貞1左衛門の朝跡 (6) 18-53

1]0 2,1 110,   5 所    荘 吉 周発台
の独泊1性

―西出家の周発台雛形にみる―
Ol^-19

171
=,F
HO'   7 梶   輝 行 近世後期日間貿易における

西洋軍事品目の輸入実態
01^-40

=F2

286

287
HJ, 11 所    荘 吉 仏式四斤 砲について 01--15

-14-
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年  月 著 者 題 甲
It

ページ 備  考

6F3
286

287
H09 10 , 越 童 昌 諸外国で

の (15世紀～18山紀末迄の)

硝石製法私考 (2)
16^-39

674 2=S H19 11 り 越 重 昌 諾外国 (ス
ペインからアフリカ´ヽ)での

硝石製法私考 (3)
01～ 15

675 23, H10   2 り 越 重 昌 諾外国 (ア
フリカから中近束の日々へ)

でのIIn石製 7L私考 (4)
01--19

6F= ,,冊 1110   2 所   荘 吉 ●考 萄人の初来口と鉄砲伝来卓稿 未製本

67F H10   2 北 村 陽 子 ペリー砲の点火器について 未製本

678
=J「
] H10   2 所   ■ 吉 安斎さんとの交友 01--06 言卜報 未製本

OF: 2,0 1110   = 川 越 重 昌 諸外国での硝石ll法私考 (5) 01～ 09

|:0 ,1冊 [l10   3 所   荘 吉 火縄銃身
の鍛接について―疑間の解明―

(追加)
未製本

291

292
1110 北 村 陽 子 ペリーの砲声 01～ 20

682
291

292
H10 1 管 野 不1 雄 慶長 元和年間における伊達氏

の鉄砲戦

について
21‐‐29

183 2,3 H10 需   ネL次郎 幕末海軍操練所
の倉1設と澤太郎左衛門の

関与について
Ol´-29

181
=3]
H10    5 , 越 重 昌 諸外国での硝石製法私考 (6) 30-12

II10 霜   ネL次郎
幕末留学生が訪れたリエージュについて

(その 1)―製鉄史 製銃史的視,点より (,1～ 21

|卜 | H10 霜      ネL次郎
幕末留学生が訪れたリエージェについて

(その 2)一欧州における銃鍛造法とT
l識械の変遷について―

26^-55

6=F 2,4 Hlつ ,1 越 重 「弓 諸外国での硝石製法私考 (7) 56^-68

H10 7 霜      ネL次郎
「西洋鉄砲鋳造編」と欧州の火砲の発達

過程について (その1)
01-56

H10 1 梶   輝 行 文化 4年の日間軍事交流の諸相 01～ 21

111 1110 所   上 吉
「文化 4年砲術について,可蘭陀カピタン

江御尋之 l件J
27^-37

6,2 ,'7 II10 lu 霜       ネLιk責「
「西洋鉄砲鋳造編Jと 欧州の人砲の発達
過程について (その 2)

01^-76

6,3 ,,S H:0 ll 岩 淵 誠 ―
幕藩営工場での砲身中ぐり盤の製作及び

稼働状況 (その 1)
01^-63

=,1
H:1 島 津 兼 治

マレー半島の火縄銃について ―和銃の
原形を探る―

01‐-19

0,i
299

300
Hll 所   I吉 ゴールクの 1火器史J 21-48

も16
`0:
Hll 峯 口 元 冷 釜屋 永順I~所蔵の大筒 (1曽目安治IF■ ) (〕 〔――,5

`,7
Hll

=
泉冒      ネしンヽHF

我が国鋳造法に与えたヒュギューニンの

影響 (その 1)
16^-47

6,= 302 Hll 北 ll 陽 子 ウィリアム アダムスと日本橋の鉄砲師 01^-15

=,,
303 Hじ

`   
Ĺ次郎

我が国鋳造法に与えたヒュギューニンの

影響 (その 2)
Ol^-24

701
=04
Hl: ll 谷 利 ― 1盛本記Jの謎と近山の製硝技術 01-34

FO: 006 1lli 荻 原 博 志 +梃揃車菫早打仕懸銃について Ol～ 21

F02 Hll | 岩 淵 誠 ―
幕藩営工場での砲身中ぐり盤の製作及び

稼働状況 (その2)①
01^-02

F03 JOF H ll 安 田   修
「尾罐 での鉄砲鍛冶 台師 金具師 の
作業状況J ―天明三年より文化九年ま
での二十九年間―

01-

7=`
=OS
Hl] ll 箱       ネL次郎

幕末の反引 ll・ による鋳造砲の問題点と

その技術的対応について (その i)
01^-13

H]l 12 寺 西 英 之 砲債技 lj国産化と純銑鉄製造 01‐-19

-15-



1,N。 ■獣 ■ 月 著 者 題          目 パージ 備  考

F06
310

311
I112 2´ 3ヽ 所   荘 吉 「小銃製式Jにみる洋式銃の製4法 Ol^-24

F07
810

011
H122～ 3 峯 田 元 治 青銅砲

「明治天皇駐躍之F・IJの碑
増田重益 作

25--41

70, 312 H12 4 岩 淵 誠 ― 東京砲兵工廠 小銃製造所のフライス盤 01--54

10, Jl= H,2    5 霜       ネL次郎
幕末の反射炉による鋳造砲のF.5題点とそ
の技術的対応について (その 2) 佐賀
藩における鉄製鋳造砲の問題 ,に と対応

01-33

7J0 314 H12   7 安 日  修 史料紹介― 尾張藩砲術中博流について 01´-40

711 315 H t2 9 山 田 太 |「 艦載砲にみる度■街の変遷 Ol^-19
712 しlll 1112 1〔 +西 英 之 四五口径三年式四0糎砲 〔)1-ヽ 14

713 317 H12 ll 北 村 陽 子 村日大佐と横浜居留地のライフル大会 01‐‐24

F14
=:F
H12 li 言卜   幸長 所 壮吉 理事長追悼号 25^-38

715 ]lS H12 lを 梶   輝 行
土佐藩の海防政策とヨーロッパ軍事技術

導入の諸相

― 高晰 砲術家 徳弘孝蔵を中心に 一
01^-lS 赤羽 重道 氏

追悼号

716 3], H ll 2 霜   ネし次郎 伝来火縄銃のルーツは ? 世界のスナッ
プ マッチロックを訪ねて (そ め― )

Ol^-28

717 31, Hll: 2 島 津 兼 治
日本人術探嚢 徳永系図に依る伝来試考
第一回

20～ 54

テ18 ,20 H10    3 霜   イL次郎
伝来人縄銃のフレーンは ,(その二)
オーストリア グラーツ武器庫の
スナップ マッチロックを訪ねて

Ol´‐l(〕

1113 3 島 津 兼 7.・

日本人術探嚢 徳永系図に依る伝来試考
第二回

11--35

F21 32t H13 4 霜 イLユ貞F
伝来火縄銃のルーツは ?(そ の三)史料か

らみた世界のステップ マッチロック
Ol-12

F2: 321 H13 4 島 津 兼 治
日本火 I・探嚢 徳永系図に依る伝来訳考
第二回

13-38

F22
=22
H13 5 鳥 津 崇 治

日本人術探嚢 徳永系図に依る伝来試考
第四回

01-44

,28 J22 H13   5 有 坂 館 蔵 史料紹介 (昭オl11年)鉄砲伝来に就いて 45‐-54

F24 323 H13   6 峯 円 元 治 ある市
'1製

大l・●●)均
=析

01‐-27

,25 324 11lJ 旱言   ネしンヽ日
`

伝来火縄銃のルーツは ?(その四)興味あ
るロンドン塔のスナップ マッチロック Ol 

‐27

F2う :'4 111= 7 生 日 豊太郎 史料紹介
ボル トガルよりの寄贈銃の観察記録

28‐-48

F2F 32F H13   9 霜   ネL次郎
伝来火縄銃のルーツは ?(そのコ  イタ
リアルネッサンス期にみるグ ヴィンチの機械
の解割学  ―特に「ねじとばねJについて―

01‐ 0ヽ8

728 ]2= H13   9 島 津 兼 冶
日本人術探妻 徳永系図に依る伝来訳考
第二回

0,´-31

,2, 326 H3 1' 安 日  修 史料紹介 筒元上面に見られる稲富一夢
日付宗鉄の花押について

01～ 33

730 326 H13 10 島 津 兼 治
日本人術探嚢 徳永系図に依る伝来試考
第六回

34-ヽ 4,

73J 32F H13 ll 栞官      ネLし 1ヽ` 伝来火縄銃のアレーツは ?(その六) 01-23

F=2 327 H13    ]l 粕 谷 利 ― 庄内需塩硝蔵 台薬所の系譜 24ヽ 65

著者より追加資

14有 新聞コピ
ー 8枚 手持ち
資料 3枚

733 32, H,, 12 安 田  修 四斤野 (山 )砲信管の鋳型について 01--07

7=4 328 H13 12 峯 円 元 治 うどん張りの一 ll 08～ 18

32, H14  2 霜   ネL次郎 伝来火縄銃のルーツは ?(その七) 01～ 21

7,| 32: 2H14 島 津 兼 治
日本火初探 肇 徳永系図に依る伝来試考
第七日

22^-51

-16-



IDN` 号数 年  月 著 者 廼 口 ページ 備  考

73' H14
`
霜   ネL次郎

伝来火縄銃のルーツは?(そのソい
大航海時代のスナップ マッチロック

|こ D́Oヽ て

01‐-26

73, 301 1114 霜   オL次郎 l―来人lerのルーツは ?(最終回) 01‐-07

730 301 H14   6 中 原 正 三 中国遺剰 ヒ学兵器の廃案について 08^-15
740 332 H14   7 中 原 正 三 1400年頃の黒色火薬 01^-13

'41
H14 7 霜   ネL次郎 種子島に火縄銃を伝来したのはポル トガ

ルの術兵か
14  37

F42 3]3 H14   ' 霜      ネ臥 郎
アジアにおけるスナップ マッチロック
(伝来火縄銃)の伝統について

01^-11

74: H14   9
中 原 正 二

訳

(火術書)1400年 頃の中世 ドイツの黒色火

薬 (2)
12-22

714 I114 lU
中 原 正 二

訳

(火術普)1400年頃の中世 ドイツの黒色人
薬 (3)

01--13
本 写より横書き

715
=:4

I114 ]0 峯 田 元 治 うどん張りの筒 Ft栓雌ネツ製造例 14--24

'41
J3= H14 11

中 原 正 二

訳

(火術書)1400年 頃の中世ドインの黒色火

薬 (4)
01´-12

F46
=35
Hll ]1 霜   ネし次郎 イスラム文化と火砲について 13´‐49

==5
H11 ll 峯 日 元 治 幕末の英傑 小栞上野之介の大砲 (]) 50～ 54

7「 0 別 皿 H J4 ll 池日浩理 1津章 日FT ttI~式 自動装填式拳銃の諸元 進旱 著者
751 336 H15 中 原 正 三

(火術普)1400年頃の中世 ドイツの黒色人
栞 (5)

01^-11

7=2 386 H15 2 霜   ネL次郎 火器の誕生とヨーロッパの戦● (その 1) 12´‐33

Fi3 3,6 1115 2 島 津 兼 治
日本火術rT嚢 徳永系図に依る伝来.I考
第人口

34～ 51

F=4 H15   3
中 原 正 二

訳

(火 ll書)口 )。 年頃の中世 ドイツの黒色火
薬 (6)(最終FD

01-15

3,F 1115   3 旱言       オL次貞

`

火器の誕生とヨーロッパの戦争 (その 2) 16^-33

756 337 1115 3 島 洋 兼 治
日本火術探奎

徳永系図に依る伝来試考 第
'L回

34ヽ 55

757 :38 1115 4 旱量       ネLιRI「 火器の誕生とヨーロッパの戦争 (その 3) 01 2ヽ6

FFI
===
H15 4 成  東 資料紹介 n fTの連,こ式鉄砲は機関銃と

いえるか (成  東) 27-29

757 3:ヽ H15 峯 口 元 治 幕末の夫傑 小栞上野之介の大砲 (2) 01‐ 08
758 |11 H15 霜   ネL次郎 中島流の火縄銃について 09～ 32

F5, 340 if:i ● 霜       ネL次郎
火縄銃銃身のルーツについて

(特にヨーロッパ古銃と和I‐ との比較)
0]～ 12

711 34D H15
`
生 口 皇 太 郎 インターネット上の火縄銃に関して 13^-19

712 :41 H15 , 峯 口 ・ E 治 江戸後期の火縄銃尾栓ネジ構造の比較 {)1-― in

713
'41

IIli 9 島 津 兼 治
日本人術探嚢 徳永系図に依る伝来試考
(■直について)

11～ 29

F64 ]42 H15 ll) 岡 崎  清 彦根城博物館銃砲関係史卜|について 01-07

F;「 312 I115  10
中原 正二
峯田 元治

彦根城博物館蔵毒姻 ll方 「塵軍毒畑法 J
「厳霞毒畑法Jと 中島流

08‐-21 共著

766 :43 lH= 11 田 太 郎 成東著
「載TTの連発式鉄砲は機関銃とい

えるか |について
0]～ 13

717 343 H15 ]] ■ ネL次郎 オスマントルコの人縄銃 14^-35

F`S 344 H16
=
島 津 兼 治

徳永系図に依る伝来試考 (七)東洋遍歴記
と日本資料

01-22

7=9 344 H16 3 山 口 太 貞| 日本海軍火薬工廠年表 23´‐3つ

FF0 315 1116 7 今 津 浩 ―
ベリー提督のIL図 と大砲 ―ベリー提督
の日本地図と浦賀役人の軍事知識―

01～ 17

771 ,lF 1116 7 山 田 大 良「 日本海軍東京造兵廠年表 18-2,
7F2 345 H16 質 疑 応 答 宇田川先生を回んで (04年 5月 8日 ) 30^-32

771 S46 H16 , 中 原 正 三
日本銃砲史学会の活性化を

一理事■に就任して一
01--02

第 346特
"!号316 Ii16   9

板橋区立

郷土資l・I館

シンポジウム「日本の砲術―和流砲|テから西

洋流砲術 Jヽの開催について
03^-04

- 17 -―



IDlも ■蠍 年  月 苦  ` 題     口 ページ

H16 , 宇日, 武 久 胞術■からみた鉄抱の伝来 05‐-13

第 346特別号

FFF 346 Hl= 0
安田 _‐ 小笠原
信夫 峯田 元治 大

lH藩の日付流鉄砲流派について (共著) 14^-31

1116 , 旱言      イし′k貞

`

中島●Lと その抱術型 32‐ 3ヽtl

77, , 島 津 崇 治 森重流砲術 40-47
780 H16  9 峯 日 元 治 幕末の人砲について一青銅の鋳造砲― 48-― ●●6

F:l H16   9 小 西 雅 徳 西洋流砲術の導入とそのiF焉 57^-60
FS2 Il16  9 斉  藤  笏 飲胞vl材質と製作技法の自然r4学的調査 11-05

347 H16 ]1 今 津 浩 ― ペリー提督がお府へ贈った大砲 Ol～ 11

F84 317 H ll :1 機 村 llE 明 閉塞型ペーパー カー トリッジ 2(,―-33

]8F 317 Ji 16 11 峯 田 元 治 和tlj C01l NNY l.小栗 1野介遺品の拳銃 34‐ 4ヽ4

1ド |
=4F
H16 ll 安田 し 政ll照明 西南戦争に使用した弾業逓搬画について 45^-63

共箸

F=F 311 Hl, ll 峯 口 元 治
彦根城博物師蔵 砲術史料  香 又蔵
文書三通

14‐ 0ヽ,

Fもヽ 04S H17
=
機 ll 照 明 千葉市立郷土博物館に寄贈された弾薬類

の鑑定
Ol～ 05

F:| 848 H17 中 原 正 二
炸薬の変遷
―ピクリン酸から―CL-20?―

06‐‐2[

F10 ]48 H17
=
I 田 大 貞F 曰沐海軍積須賀 :廠造兵言「年表 22～ 30

i91
=.18
H17

=
佐  藤  進

「鉄IIBをすてた日本人Jノエル ペリン
著〈中公文庫)

一現代技術論で読む試み―

31～ 45

F,2 318 H17 し 今 津 浩 ―
ペリー艦隊が贈った大砲の教科書
―献辞と鉛筆書きメモの謎を読み解く―

40´ 5ヽ6
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